
  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
（開成高） 

補充問題  塾技 4 音 

 
問題 

解答は次のページ 
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問 1 「塾技 4  」（2）②より，音の高さは振動数で決まり，振動数が多いほど音は大きい。よって，

図 1 のおんさよりも高い音を表しているものはアとエである。 

 ア，エ 

 

問 2 「塾技 4  」（2）①より，音の大きさは振幅で決まる。 

 振幅 

 

問 3 時速 90km なので，1 時間（3600 秒）で 90km（90000m）進む。よって，求める秒速は， 

90000〔m〕÷ 3600〔秒〕= 25〔m／秒〕 

 25m／秒 

 

 

問 4 警笛が進んだ距離と，電車が進んだ距離の和が，730×2 = 1460〔m〕となるとき，鳴らしはじめた

警笛音が電車の先頭に届く。求める時間を x秒後とすると， 

25x＋340x = 1460  x = 4 

 4 秒後 

 

問 5 警笛を鳴らし終わったとき，電車は崖方向へ，25×3 = 75〔m〕進んでいるので，警笛が進んだ距

離と電車が進んだ距離の和が，(730－75)×2 = 1310〔m〕となったとき，最後に鳴った警笛音が反射

して電車の先頭に届く。これにかかる時間を y秒とすると， 

25y＋340y = 1310  y = 3.58･･･ → y = 3.59 

よって，警笛を鳴らしはじめたときから考えると，3＋3.59 = 6.59〔秒後〕に最後の警笛音が聞こえ

ることになる。問 4 より，最初の警笛音は 4 秒後に届くので，反射してきた警笛音が電車の先頭で

聞こえていた時間は，6.59－4 = 2.59〔秒間〕と求められる。 

 2.59 秒後 

 

問 6 「塾技 4  」のドップラー効果を参照。 

電車が発した 3 秒間の警笛音が，2.59 秒間の中につまることになるため，振動数は   倍となる。

よって，電車の先頭にいる人が聞いた警笛音の振動数は， 

                      

 1000HZ 
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塾技 4  補充問題 解答・解説 
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2.59

3863 999.6 H 1000HZ
2.59
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